
                           

      

会
の
議
長
を
担 

当
し
て
一
年
が
た 

っ
た
。
活
発
な
意 

見
交
換
を
促
し
合 

意
を
得
る
難
し
さ 

を
か
み
し
め
て
い 

る
。 

 

安
塚
中
学
校
を
活
用
し
、
地
域
の
再

生
を
主
題
に
三
つ
の
提
案
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
漸
く
、
具
体
的
な
一
歩
を
踏
み

出
す
段
階
ま
で
き
た
。 

 

地
域
協
議
会
の
結
論
は
、
安
塚
区
の

意
思
決
定
を
意
味
す
る
。
当
然
、
慎
重
な

審
議
に
努
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
一

方
で
、
時
間
を
か
け
て
ば
か
り
い
ら
れ

な
い
事
情
も
あ
る
。 

 

葛
藤
し
つ
つ
も
、
各
委
員
の
前
向
き

な
姿
勢
を
助
力
に
難
題
を
打
開
し
た
い
。

個
人
的
に
は
、
七
月
頃
を
目
処
に
意
見

書
を
提
出
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

委
員 

和 

泉 

達 

郎 

 

地
域
協
議
会 

委
員
に
選
任
さ
れ
、 

早
く
も
一
年
が
経 

と
う
と
し
て
お
り 

ま
す
。
住
民
の
代 

表
と
し
て
地
域
の 

課
題
解
決
や
活
性
化
の
策
定
と
い
う
役

割
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

思
う
不
自
由
さ
や
困
り
事
等
が
私
自
身

理
解
で
き
て
い
な
い
事
を
気
づ
か
さ
れ

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
現
状
を
踏
ま

え
れ
ば
、
高
齢
化
が
進
み
人
口
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
安
塚
区
に
移
住
し

て
ま
だ
５
年
で
す
。
風
光
明
媚
な
安
塚

が
大
好
き
で
す
。
安
塚
区
の
現
状
を
全

て
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
目
先
の

事
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
将
来
を
見
据
え
、

よ
り
多
く
の
課
題
解
決
や
活
性
化
策
に

取
組
み
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
使
命
を
全
う
す
る
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

委
員 

岩 

崎 

博 

夫 

４
月
に
協
議
会 

委
員
に
任
命
さ
れ 

一
年
が
過
ぎ
よ
う 

と
し
て
い
ま
す
。 

毎
月
開
催
さ
れ
て 

い
る
会
議
で
は
、 

現
在
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
他
の

委
員
の
方
々
が
色
々
な
角
度
か
ら
多
く

の
意
見
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
、
大
変

関
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

私
も
安
塚
区
の
た
め
に
な
る
よ
う
、

積
極
的
に
協
議
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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「
大
・
浦
・
安
」
合
同
研
修
会
に
参
加
し
て 

委
員 

池 

田 

正 

文 

 

十
一
月
十
三
日
に
大
島
就 

業
カ
イ
ゼ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、 

藤
山
浩
さ
ん
（
上
越
市
創
造 

行
政
研
究
所
長
）
に
よ
る
持
続 

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ 

に
し
た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

安
塚
区
に
お
い
て
は
地
区
全
体
「
町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

雪
の
ふ
る
さ
と
安
塚
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
、
道
の

駅
（
雪
だ
る
ま
物
産
館
、
小
さ
な
空
）、
福
祉
、
農
業
等
」

で
の
取
組
み
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
人
口
分
析
で
は
、
七
十
五
歳
以
上
が
３
４
％

で
、
主
力
世
帯
が
七
十
歳
台
前
半
と
の
こ
と
。
そ
こ
で

現
在
の
出
生
率
０
．
９
１
を
１
．
８
０
に
、
二
十
代
男

女
一
組
、
三
十
代
子
連
れ
夫
婦
一
組
を
区
内
に
移
住
、

そ
れ
と
、
十
代
か
ら
二
十
代
の
流
出
防
止
で
改
善
で
き

そ
う
と
の
話
で
し
た
。
人
口
減
少
、
高
齢
化
社
会
、
農

地
の
荒
廃
な
ど
い
い
知
恵
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

        

◎
地
域
協
議
会
活
動
状
況 

                          

  

今
、
安
塚
区
に
「
あ
れ
ば
い
い
」
物
や
事
は
な

に
か
？
そ
れ
と
旧
安
塚
中
学
校
の
校
舎
の
利
活

用
を
ど
う
結
ぶ
の
か
？
地
域
協
議
会
の
自
主
的

審
議
テ
ー
マ
と
し
て
、
新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
先
、
五
年
十
年
を
考
え
る
と
心
細
く

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
雑
誌
『
暮
ら
し
の

手
帖
』
に
「
十
歳
若
返
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
提

案
が
昔
載
っ
て
い
ま
し
た
。
十
年
前
を
ふ
り
返
っ

て
、
あ
の
頃
何
を
し
て
い
た
か
。
十
歳
分
を
巻
き

戻
し
て
、「
も
う
少
し
長
く
や
れ
そ
う
だ
」
と
気
分

を
変
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

よ
う
や
く
待
ち
わ
び
た
早
春
に
な
り
ま
す
。
畑

や
田
ん
ぼ
が
出
て
き
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
に
、
タ

ネ
や
苗
を
植
え
て
、
安
塚
の
自
然
を
楽
し
み
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。（
池
田
（
康
）） 

  

編
集
後
記 

研修会の様子 

〇
第
一
回
（
令
和
六
年
五
月
二
十
三
日
開
催
） 

 

協
議
事
項
：
会
長
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

地
域
協
議
会
の
運
営
に
関
す
る
内
規
に
つ
い
て 

 

報
告
事
項
：
引
継
ぎ
事
項
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
度
安
塚
区
に
お
け
る
主
な
事
業
等
に
つ
い
て 

〇
第
二
回
（
六
月
二
十
六
日
開
催
） 

 

協
議
事
項
：
地
域
協
議
会
の
運
営
に
関
す
る
内
規
に
つ
い
て 

報
告
事
項
：
地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
状
況
及
び 

地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
経
過
措
置
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

〇
第
三
回
（
七
月
二
十
三
日
開
催
） 

 

自
主
的
審
議
事
項
：
自
主
的
審
議
事
項
に
つ
い
て 

 

報
告
事
項:

地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て 

〇
第
四
回
（
八
月
二
十
七
日
開
催
） 

 

自
主
的
審
議
事
項
：
⑴ 

安
塚
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て 

⑵ 

自
主
的
審
議
事
項
に
つ
い
て 

〇
第
五
回
（
九
月
二
十
四
日
開
催
） 

 

自
主
的
審
議
事
項
：
⑴
旧
安
塚
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て 

⑵
安
塚
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て 

〇
第
六
回
（
十
月
二
十
三
日
開
催
） 

 

自
主
的
審
議
事
項
：
⑴ 

安
塚
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て 

⑵ 

旧
安
塚
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て 

〇
第
七
回
（
十
一
月
二
十
六
日
開
催
） 

 

報
告
事
項
：
⑴
令
和
五
年
度
の
「
安
塚
雪
だ
る
ま
高
原
」
に
お
け

る
市
の
収
支
状
況
等
に
つ
い
て 

⑵
令
和
六
年
度
冬
期
道
路
交
通
確
保
除
雪
計
画
に
つ
い
て 

自
主
的
審
議
事
項
：
旧
安
塚
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て 

〇
第
八
回
（
十
二
月
二
十
四
日
開
催
） 

 

自
主
的
審
議
事
項
：
旧
安
塚
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て 

〇
第
九
回
（
令
和
七
年
一
月
二
十
八
日
開
催
） 

自
主
的
審
議
事
項
：
旧
安
塚
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て 


